「人・農地プラン」等、農業農村活性化の戦略アイテムとしてに活用できる「エクセル地図ソフト」の開発と紹介
　　　　　林田　雅夫　兵庫県立農林水産技術総合センター　企画調整・経営支援部
はじめに
現在、GISを活用した農地管理システムが集落営農組織を中心とした土地利用型経営体に導入されていますが、その普及は遅々として進んでいないのが現状です。
検討を進めながらも導入をしなかった組織体の声を聞くと、「手軽に誰でも操作できるソフトでない。」とか、「持ち運びができない。」とか、「せっかく集落で作成したほ場に関するエクセルデータの活用ができない。」とかいろんな意見がでてきました。
さらには、「もっと簡単にほ場に色が塗れるソフトを、エクセルで作ってくれないか。」といった要望もでてきました。これらの意見要望に応えるかたちで「エクセル地図ソフト」の開発を手がけ完成に至りましたのでその報告と紹介をします。
このソフトの役割は
このエクセル地図ソフトは、エクセルで作成されたもので、初歩のエクセルの知識があれば、だれでも自由に活用することができる、とてもかんたんな色塗りソフトです。
（このソフトを使うためのオペレーター養成は必要ありません。）
エクセル画面上のほ場図に、いろんな色を直接塗ることもでき、また、エクセルデータをもとに、ボタンひとつで全てのほ場に色を塗ることもできます。
このエクセル地図ソフトを使って、人・農地プランで集落農地の利用計画も手軽にできますし、また、いままで個人や集落等で作成したほ場に係るデータや記録を、ほ場図に表現することも出来ます。
その他にもいろいろな機能を備えたエクセル地図ソフトですが、誰でも簡単に使えて、さらに持ち運び自由なこのエクセル地図ソフトは、次のような役割を期待することができます。
このエクセル地図ソフトの農村農業での役割は、農業の経営計画、農村の将来計画を作成する中で、欠かすことの出来ない、話し合いの糸口となる戦略アイテムとしての役割です。
このエクセル地図ソフトに、何ができるのか
この項では、実際に農業を営んでいる方や法人、または集落営農組織あるいは集落自治組織に携わる方々が、このエクセル地図ソフトを使って何が出来るのか、何の役に立つのかを理解していただくかについてをご案内いたします。
まずは、このソフトに何が出来るのか（機能）について説明いたします。
１　エクセル地図ソフトの機能
① 栽培される作目や品種ごとに、各ほ場に色を塗り表示します。
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② 各作業者の色を決めておき、作業者が入るほ場ごとに色を塗り表示します。
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③ 所有権や賃借権等の権利関係を、各ほ場ごとに色を塗り表示します。
[image: image8.png]Er.
e et S
’ AcLony
A 08
% 100cc

aEEROLY
[2iney
&% 200cc




[image: image9.png]wE (THEMBD

g REdt EE
FFEmAL HB 1000 |SLUHY 108 100cc
EEmdL E 1002 [ FhUbHY |15 200cc
FFEmAL R 1003 | LEony (1248 300cc
FFEmdL HB 1004 |BFE [135% 400cc





⑥ パレット機能を生かして、直接ほ場図に色を塗ることが出来ます。









④ 作目栽培データや、ほ場等に関する情報を、各ほ場に表示します。
また、ほ場図に直接文字入力することも出来ます。

⑤ そのほ場図とリンクしているエクセル表の各セルに、画像や動画をリンクすることが出来ます。






それでは、これらの機能を使って、どのような活用が考えられるのでしょうか。
２　エクセル地図ソフトの活用
このエクセル地図ソフトの最大の特徴は、エクセルだけで作られたソフトであり、
・　いつでも　　・　だれでも　　・　どこでも
自由に簡単に、そして何度でも、ほ場図や山林図に色を塗ったりコメントを挿入したしたりできるというところにあります。
色を塗りコメントを挿入するといっても、ほ場図に直接手入力するわけではありません。、エクセル表で作成した色に対応した番号とかコメントを入力すると、ボタンとつで自動的にほ場図等に色を塗りコメントを挿入するだけです。
つまり、エクセル表のデータを変更すれば、その変更した内容が即パソコン画面上のほ場図に反映されるシステムとなっています。
これらの特徴を生かすと、農村では次の①の対象に対して、②の内容のことに役立てることができます。
① 対象
· 一般の個人農家　　・　ハウス等園芸農家　　・　果樹農家
· 土地利用型農家および法人　　　・集落営農組織（任意、法人）
· 集落自治組織　　・　農会組織　　・財産区　　　・そのほか
　② 役立つ内容
· 農地利用計画　　・　作業計画（人員配置計画も）
· 栽培履歴および栽培技術情報　　・　水利関係図　　　・　土地情報（特徴等）
· 土地情報（権利関係等）　　・　作業場、倉庫等施設管理、顧客管理
· 山林管理（立木も）
②の役立つ内容について、もう少し詳しく説明しましょう。
（１）農地利用計画
効率的効果的な農地の利活用の有効な手段となります。
ⅰ　対象
　集落営農組織（任意組織および法人）、土地利用型農家および法人
果樹農家、ハウス等園芸農家
ⅱ　活用事例
集落営農組織、集落営農組織等は、農地から最少の労力で最大の利益を生み出すために、農地の利用計画を、白地図等をもとに作成しています。
集落営農組織では、白地図上で栽培作目ごとに、ほ場図に色を塗りながら作付計画を作成してきました。しかし、作付計画を変更するときには、色を塗り直す作業が必要となり、その物理的作業のたび思考が中断され、いろんな可能性のある作付計画を試す機会を失ってきました。
このエクセル地図ソフトは、これらの問題を解決するものであり、作付計画を立てると、即パソコン画面上のほ場図に色塗り表示することができるシステムとなっています。しかも、その作業は何度でもやり直しができるのです。
したがって、いろんなアイデアの作付計画が、たちどころにパソコン画面上で表示され、各役員および組合員は、その色塗りされたほ場図を前に、多様な議論を重ね、アイデアを試行することができるのです。
さらにこのエクセル地図ソフトは、過去の作付計画およびデータを、パソコン画面上で色塗り再現することができるため、過去の作付計画を参考にしながら、次の作付計画を策定していくことも可能となっています。
このエクセル地図ソフトを活用し、集落の話し合いが活性化して「人・農地プラン」に役立つことができれば、農業農村の戦略アイテムとしての機能が生かされます。
（２）農作業計画（人員配置計画も）
農地における作業計画を支援します。
ⅰ　対象
集落営農組織（任意組織および法人）、土地利用型農家および法人
ハウス等園芸農家（大規模なハウス農家）
ⅱ　活用事例
集落営農組織や土地利用型農家および法人にとって、明日の作業計画（人員配置計画）は毎日直面する課題です。
そのために毎日、白地図上で、作業者ごとに作業する場所（ほ場図）に色を塗っていく作業をしているわけですが、これがなかなかたいへんな作業なのです。
このエクセル地図ソフトでは、これらの作業をパソコン画面上で行うことができます。
作業者ごとに、作業するほ場ごとに色を塗っていき、その結果をすぐに印刷して作業者に手渡しすることができます。
天候や不測の事態による作業者の配置替えによる変更も、即応可能となりました。
冗談のような話ですが、ほ場を間違えて刈り取りをしたという話も聞きました。
地図に色を塗って印刷して作業者に渡すことができれば、それを防ぐこともできます。背景地図を国土地理院等の航空写真をもとにすれば、ほ場の間違いも少なくなるでしょう。さらに、ほ場の写真を添付することができれば、心配するようなことはほとんどなくなります。
そのことにより、新たな後継者が安心して作業をすることができれば、一人前になるスピードも格段に上がってくるでしょう。
（３）栽培履歴と技術情報
農地における栽培技術情報を、ほ場図に直接書き込むことができます。
ⅰ　対象
一般農家、ハウス等園芸農家、果樹農家
土地利用型農家および法人、集落営農組織
ⅱ　活用事例
このエクセル地図ソフトは、ほ場図に必要な情報を直接書き込むことができます。
直接書き込むといっても、ほとんどはエクセル表に入力したデータが、自動的にほ場図に表示されるわけで、直接ほ場図に手入力するわけではありません。
品種名、肥料名および施用量、農薬名および使用量、作業内容等なんでもエクセル表に記録しておけば、その内容がボタンひとつで、各ほ場図に表示される仕組みとなっています。
これまた冗談のような話ですが、肥料を配布先と違うほ場に置いていったということもありますが、こういったことも未然に防ぐことができます。
また、過去にそのほ場で何が作られ、どんな栽培技術で栽培され、どれだけ収穫して、いくら儲かった情報も、ほ場図で再現することができます。
そのことで、現在の状態との対比もできますし、将来何を作るべきか戦略を立てることも可能となってきます。
さらに、このソフトは、地図と連動したエクセル表に、ほ場データごとに画像リンクおよび動画リンクをいくらでも貼ることができます。
そのことにより、過去の栽培履歴のなかで、実際どのくらいの出来栄えだったのか、さらにどんな作業をしていたのかを、視覚的情報として再現することができるようになりました。
その効果は、新しく入ってきた後継者の技術伝承を、より早くより的確に進ませることを可能とします。
（４）水利関係
水系ごとに、ほ場図に色を塗ることができます。
ⅰ　対象
集落営農組織（任意組織および法人）　農会組織
ⅱ　活用事例
（５）土地情報（土地の特徴等）
土地に関する特徴を、土地図（ほ場図も含む）に表現することができます。
ⅰ　対象
一般農家、ハウス等園芸農家、果樹農家
土地利用型農家および法人、集落営農組織（任意組織および法人）
集落自治組織、農会組織、財産区
ⅱ　活用事例
このエクセル地図ソフトで、農地においては排水状況、日照状況、土壌の状況等作物を栽培するうえでの条件等特徴を、各ほ場図に表現することができます。
（６）土地情報（権利関係等）
土地（農地含む）の権利関係を、ほ場図で表現することができます。
ⅰ　対象
集落営農組織（任意組織および法人）、土地利用型農家および法人
集落自治組織、農会、財産区
ⅱ　活用事例
このエクセル地図ソフトは、所有権、賃借権等の権利関係を、ほ場図に色塗りすることができ、今後の農地の有効活用を支援することができます。
集落営農法人にとって、近年の大きな問題としては、農地の名義の何パーセントかは、すでに亡くなった祖父の名義になっているという事実です。
農地の流動化の妨げになりますし、集落農業のありかたにも影響を与えます。
これらの内容も含めて、このエクセル地図ソフトで、ほ場図に色を塗り表現していくことによりその解決の糸口を探る手助けにもなります。
また、集落自治組織の問題として、集落自治組織の財産（土地、道、土手等）の名義が、すでに亡くなった元区長さんの名義になっている事例も多く見受けられ、今後の対応が懸念されます。
ほとんどの集落自治組織は法人化していない人格なき社団にあたり、集落財産を集落名で登記することができないため、そのときの区長名義で登録しているのが実態です。こういったことも、エクセル地図ソフトで正しく表示させておくことは大切なことです。
最後に
この「エクセル地図ソフト」の機能を生かした活用は、ほかにもいろいろと考えられますが、農業農村な関わる方の話し合いが活性化して「人・農地プラン」等、各種の農業農村活性化のための戦略案の作成に役立つことができれば、この地図ソフトの開発者としてこれに勝る喜びはありません。
作目や品種のデータを、色と文字で表示します





作業者：普及員のミタが


入るほ場





作業者：山の神が


入るほ場





権利関係等を、色と文字で表示します





２　目的の色をクリックすると、





１　ほ場図をクリックして、





３　ほ場図が色塗られました。





各種の情報データは、ほ場図に表示することが出来ます。





画像をリンク貼り付けすると、サムネイルが表示





ほ場図の名前とほ場地番がリンクしている。





セルに画像を


リンク貼り付け





セルに動画を


リンク貼り付け








